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ブドウ スカ シバ の 秋期 に お ける 採集 記録 及び 性 誘引 物質 の 記録 
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Nokona regalis (Lepidoptera, Sesiidae): a late collection record in autumn and a sex 
attractant 
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Abstract Two male individuals of the vine tree borer Nokona regalis Butler (Lepidoptera, 
Sesiidae) were collected in a pheromone trap in October 2008. Since adults on N. pernix have oc- 
curred in May to June, this record is unusually late in the year for this species. They were attracted 
to a single-component lure of (3E, 13Z)-3, 13-octadecadien-1-ol. 
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スカ シバ ガ 科 Sesiidae は 全 世 界 に 広く 分 布 し て いる 昼 行 性 峨 上 類 で , 現在 まで に 1,352 種 が 記載 され , 日 
本 国内 で は 2 亜 科 12 属 40 種 が 確認 され て いる (有田 ・ 池 田 , 2000; 岩崎 ・ 有 田 , 2008). スカ シバ ガ 科 に 
は 栽培 果樹 を 枯らす 重大 な 害虫 が 多く 含ま れる た め , 古く か ら 研 究 の 対象 と な っ て いた . 特に 配偶 行動 
に お ける 研究 で は 雌 が 放出 する 性 フェ ロモ ン に 雄 が 誘引 され る 事 が 既に 知ら れ て お り (例え ば Barry & 
Nielsen, 1984), 現在 まで に 26 種 で 性 フェ ロモ ン が 同定 され , 130 種 以上 で 性 誘引 物質 が 明らか に な っ て 
いる (安藤 , 2008). 名 城 大 学 農 学部 附属 農場 (愛知 県 春日 井 市 ) で は 筆者 の 一 人 に より 7 種 の スカ シバ 
ガ が 確認 きれ て お り , その うち 4 種 の 性 フェ ロモ ン 成 分 が 既に 同定 され て いる . この 既知 の 成分 と その 
類縁 物質 を 使用 し て , 性 フェ ロモ ン 成 分 が 未知 で ある 残り の 3 種 に つい て その 成分 を 推定 する 事 を 目 
的 と し , ス カシ バ ガ 科 昆虫 の 誘引 試験 を 行っ た と ころ , 既知 の 発生 時 期 か ら 離 れ た 10 月 に プ ブドウ スカ 
シバ Nokona regalis が 複数 個体 採集 きれ た た め , 本 種 が 誘引 され た 化合 物 と と も に 報告 する . 











材料 お よび 方 法 





名 城 大 学 農学 部 付属 農場 の クリ 園 に て , 合成 性 フェ ロモ ン を 誘引 源 と し た 粘着 板 ト トラ ッ プ を 設置 し , ス 
カシ バ ガ 科 昆虫 に 対す る 誘引 試験 を 行っ た . 誘引 源 に は 合成 性 フェ ロモ ン と し て , 日 本 産 ス カシ バ ガ 科 
で 既知 の 化合 物 (Naka et al., 2006, 2007, 2008; Islam er al., 2007) と その 類縁 化合 物 を 使用 し , それ ら の 
混合 比 を 変え て 10 種類 の フェ ロモ ン ル アー を 作成 した. トラ ッ プ は 2008 年 8 月 22 日 に 設置 し, 同年 10 
月 31 日 まで 調査 を 行っ た . ト ラッ プ は 地上 か ら 3m に な る よう 設 連 し た . ま た , ト ラッ プ に 誘引 きれ た 
虫 の 数 は 7 日 お き に 数 え , トラ ッ プ は 調査 日 ご と に 設置 場所 を 入れ 替え た . 調査 期間 中 , トラ ッ プ に 誘 
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Fig. 1. Captured Nokona regalis males to pheromone traps. [A] The head of the male captured in 
October 17. [B] The abdomen of the male captured in October 27. [C] The head of the male 
captured in October 27. 


引 さ れ た 個体 に つい て , 写真 撮影 後 ビ ピン セッ ト で 個体 を 粘着 板 か ら 外し , 外部 形態 に よる 種 の 同定 に 供 
し た た. 


結果 お よび 考察 s 





調査 期間 中 , 10 月 17 日 に 1 頭 ,10 月 27 日 に 1 頭 の スカ シバ ガ が 採集 きれ た . 採集 さき れ た トラ ッ プ は , い 
ずれ も (3E,32)-3,13-octadecadien-1-0l (以下 E3, Z13-18: OH) を 誘引 源 と する も の で あっ た . これ ら は と 
も に, 頭頂 部 が 黄色 で ある , 腹部 第 4, 第 7 節 に 黄 帯 が ある , BIZ ZR t Cd 5 7; EF MES ORC CS 
田 ・ 池 田 , 2000) か ら . プ ドウ スカ シバ の 雄 と 同定 され た . なお, 採集 きれ た 2 個体 は いずれ も トラ ッ プ 
の 粘着 質 に よっ て 交尾 器 周 辺 が 破損 し た た め , 交尾 器 の 検 鏡 は で き な か っ た . この 採集 記録 は ブドウ ス 
カシ バ の 採集 時 期 と し て は きわ め て 遅く , ここ に 最も 遅い 本 種 の 採集 記録 と し て 報告 する も の で ある . 


中 部 地方 の 平地 に お いて , ブ ドウ スカ シバ は 通常 年 1 回 ,$-6 月 に 発生 する と され て お り (有田 ・ 池 田 , 
2000), 秋期 に 成虫 が 採集 きれ た 記録 は な い . 国内 産 ス カシ バ ガ の 多く は 年 1 化 の 発生 と きれ て いる が , 
アシ ナガ モモ ブ ト スカ シバ Macroscelesia longipes は 年 二 化 が 常態 と され (有田 ・ 池 田 , 2000), 本 種 と 同 
属 の ヒメ アト スカ シバ MAoozg pe な で も 部 分 的 な 第 2 化 の 採集 報告 が ある (Naka et al., 2006). 採集 さ 
れ た 2 個体 は , 採集 時 期 が 本 来 の 発生 時 期 か ら か な り 遅 れ で て いる. この こと は , ブドウ スカ シバ に お い 
て も , ヒ メア トス カシ バ と 同様 に , 部 分 的 な 第 2 化 の 発生 が あっ た こと を 示唆 し て いる . 調査 地 の 近 く 
に は 本 種 の 食 草 と な る ブドウ の 和 無 加 温 温室 が あり ., 温室 内 で 例外 的 に 発生 し た 2 化 個体 で ある 可能 性 
が 考え られ た が , 温室 内 に 本 種 の 羽化 痕 (幼虫 期 の 虫 え に 及び 正毅 ) は 認め られ な か っ た . また , 調査 地 
周辺 の ブドウ 園 お よび 野生 の ノブ ドウ Ampelopsis glandulosa var. heterophylla 7; EP Ò $ 本 種 の 羽化 
痕 は 発見 され な か っ た . 


2 頭 の プ ブドウ スカ シバ は , いずれ も E3, Z13-18: OH を 誘引 源 と する トラ ッ プ に 誘引 され た . 本 種 の 性 フ 
ェ ロ モン と し て , 中 国 で は E3, Z13-18: OH が 報告 され て お り (Guo et al., 1990), 国内 の 本 種 も , 中 国 の も 
の と 同一 成分 を 性 フェ ロモ ン と し て 利用 し て いる 可能 性 が ある . 国内 に お いて 本 種 の 性 フェ ロモ ン は 
同定 きれ て いな い が , ブドウ の 害虫 で ある 本 種 の 性 フェ ロモ ン 成 分 が 明らか に な る こと は , 農業 へ の 応 
用 上 重要 で ある た め , 今後 の 研究 進展 が 望ま れる . 
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